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2024年 辰年を迎えました 

あけまして おめでとうございます 

「おめでとう」の語源は、愛でる＋甚し(いたし)が
変化した言葉なのだと聞きましたが、やはり愛は
偉大です。対象に心惹かれたり感動したり、そうい
った気持ちが甚だしいということなのですね。優
しさ、思いやり、慈しみ、喜び、etc. 正に美徳の
オンパレード。豊かな気持ちで相手を賞賛する意
味が込められているのだそうです。 

昨年末に、長年のご縁をいただいている、横浜に
あるミッションスクールの宗教主任の先生からお
話を伺う機会をいただきました。一見、難しそうな
内容のお話をどの人が聞いても分かりやすい言葉
で、それこそ『全身全霊を捧げて言の葉を運ぶ』、
そのような表現がぴったりの説教でした。 

私が特に印象に残っているのは、「皆さんは祈り
の子です」という言葉でした。母体に守られた胎児
の期間、そして、この世に生を受けて乳児、幼児と
著しい成長を続けながら、どの人にも今がありま
す。その間、身近な家族や親族、先生方、同僚、先
輩、上司、配偶者等々、沢山の人から愛され、守ら
れ、祈られてきたのだと聞かされた時には身が震
えました。 

私は祝福されてきたし、されているという実感が
一瞬の内にあらゆる身体感覚を呼び覚ましたよう
に思います。ハイキングに行った時の重箱に詰め
られたご馳走の色や匂い、鳥の声、汽車の音、揺れ
感。暑い夏の蝉の鳴き声、かき氷を作る音。雪道を
踏みしめる音。数え上げれば限がない程の記憶と
ともに、していただいたことに思いが及びます。こ
れは他者との比較ではありません。比較などでき
ません。なぜなら、私の物差しで測っていることで 

あり、他人の物差しで測ることはできないからで
す。 

ところが、近年、自分の物差しを持たずに他人の
物差しで自分の幸福度を測る人が数を成している
ように思います。そうすると、優越感や劣等感とい
った負の感情によって幸福感が隅の方へ追いやら
れてしまう、決して健康的とは言えない状況を作
り上げてしまいます。この『比較』という魔物に魅
入られてしまうと、憧れが嫉妬や憎しみに変わる
ことさえ起こります。 

次世代を担う青少年の心に関心を向けると、彼ら
の苦しみの矛先は他者ではなく自分に向けられて
いることが窺えます。願わくば、小さな子どもの頃
には子どもであることを許される（保障される）人
的環境の中で育ってほしいと切に思います。大人
がやることは複雑でない方が良い。あれこれ先を
行かない方が良いと私は考えます。 

善悪を判断する習慣は、自身の在り方や行いにつ
ながります。その中で『愛』を知り、『希望』を抱
くことがいかに自分を勇気づけるかを体験します。
すると挫折を体験してもすっくと立ち直るでしょ
うし、挫折とは捉えない別の解釈が湧き上がって
くるかもしれません。 

ある人は「子孫に美田は残さず」と言い残し、世
を去りました。 

次世代に残すこと･･･目には見えないけれども大
切なこと。それを伝えることができる人を成熟し
た人間と言うのではないでしょうか。 

皆さまにとって2024年が祝福の年でありますよ
うに。 

祈りと感謝と喜びとともに。

特定非営利活動法人 ヴァーチューズ･プロジェクト･ジャパン 2024 新春
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2. 新刊行物／VP体験会 
3. 元気アップミーティング 報告 
4. 元気アップミーティング 発表者より 
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『次世代に残すこと』 TVPJ 理事長 市川美紀子   
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元気アップミーティング 
 
 
 
 

今年度最後のVP体験会を３月10日(日)に開催します。 
今回のテーマは今まだ検討中で、2月中旬には決定する予定です。初めて参加される方がご
自分のことを話しながらVPについて触れていただける絶好の機会となるよう計画中です。 
会員のみなさま、周りにいらっしゃるこれからVPと出合う方にぜひお声掛け、ご紹介いた
だけるとうれしいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

◯開催日時：2024 年 3月 10日(日) 9:30～12:00 
◯開催方法：Zoom 
◯参 加 費：1,000 円 

＊お申し込み方法等については、TVPJ ホームページの緑のボタンをタップしてご覧ください 

新刊行物／VP体験会 
 
 TVPJ ファシリテーターの足跡 

² 釘秀 路望 学び続けること      （敬称略） 
² 添田 純子 保育園での取り組み 
² 門間 伸  私を成長させてくれた刑務所ヴァーチューズの実践 
² 日髙 寿美佳 美徳の言葉に親しむ 
² 元木 美保理  美徳を生きる、ということ 
² 安河内 佳乃 地域でつながる 
² 小林 則子 私のヴァーチューズ•ライフ～美徳の種蒔き人として生きる～ 
² 内田 千鶴  話す子育てから聴く子育てへ 
² 風瀬 由季  美徳の可視化と創造性  
² 渡邊 康子 美徳との出会いから得た人生を生きている  
² 森永 芙美子 私の美徳な日々 
² 田村 陽子  無執着と境界線  
² 柳原 達宏  VPの学びと実践がもたらすギフト  
² 鈴木 るみ子 思いの力・言葉の力 
² 市川 美紀子 セルフコンパッションと美徳の涵養 
 

TVPJ では、ファシリテーターの皆さまに、今日に至るまでの 
実践例や体験談を募集いたしました。現在、刊行物として編集作業を行っています。 
ご寄稿いただいた内容は完成を待ってご覧いただくこととし、ここでは 15 人の皆さまと、
それぞれの表題をご紹介いたします。 

即席じゃないよ 

VP体験会のお知らせ 
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「元気アップミーティング」へご参加された皆様、
元気になられましたでしょうか？ 今年度も WEB
での開催になり、全国からの参加が嬉しい限りで
した。 
発表されたお２人にも準備にお時間をかけてい
ただき、当日の責任と名誉が見られた発表まで、本
当にありがとうございました。またVPへの真摯と
目的意識のある素晴らしい取り組みに、仲間意識
をより一層強く感じることができました。 
私たち理事も「元気アップミーティング」の準備
に何度も話し合いを重ね、今まで対面で行い、何度
も嬉しさと喜びがあったことを思い出していまし
た。皆様の心の元気と励みになってもらえたこと
と思います。開催できたこと本当に嬉しく思って
います。 
さて昨年と同じくオンラインでの開催になりま
したが、どうだったでしょうか？ 
参加しやすいとのご感想をいただいております
が、対面での参加を希望されている方もいらっし
ゃり、次回はどのような方法が良いのか、また検討
をしていく必要があると理事一同話し合いを続け
て参ります。 
そして期間限定での発表のアーカイブ視聴もご
感想の中で好評でした。今更ながらインターネッ
トの普及はこのような場に必要になってきていま
すね。家庭に居ながら全国の人と繋がることがで
きるのは喜びです。発表後のたくさんの貴重なご
意見や投げかけなどまさに充実したお時間となっ
たこと、改めて皆様のご協力に感謝いたします。あ
りがとうございました。 
来年度の「元気アップミーティング」へ、より多
くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○ 貴重なお話伺えて、参加できて良かったーと思
ってます。 
○ 進行の Jさんも気転をきかせてくださり、スム
ーズに進み、和やかな会で、参加できて良かった
と改めて思いました。ありがとうございました。 
○ お二人の取り組みや VP への強い思いを感じ
ることができて本当に嬉しかったです。 
○ 発表した方への承認がもう数名いても良かっ
たかなぁと思いました。 

 
日程が合わず参加できなかったので、いつでも
自分の都合で見られるアーカイブはとてもあり
がたかったです。 
じっくりメモも取れましたし、当日参加された
方にとっても不明点をもう一度聴き直せる機会
になったのではないかと思います。来年以降も希
望します。 

 
 
 
 
 
  

10 月 22日(日)、会員対象のイベントである元気アッ
プミーティングを Zoom にて開催しました。R5 年度
も、前半はおふたりの発表、後半は参加者の交流会の
スタイル。限られた時間をより濃くするよう工夫し準
備された充実のシェアを心熱くしながら伺いました。 

また、発表者おふたりの了承とご協力を得て、当日お
時間の合わなかった方に向けて 11 月に期間限定で初
のアーカイブ公開も試みました。元木さんと内田さ
ん、そして、ご参加、ご視聴、ご感想くださったみな
さまありがとうございました。 
 

内田 千鶴さん 

R5 年度 

元気アップ 

ミーティング 

2023.10.22.Sun 

元気アップミーティング報告 
 
 

開催報告 

参加者のご感想 

【当日参加者より】 
 

【アーカイブ視聴者より】 
 

会員みなさまへ 

郵送でお届けする当美徳新聞 29 号に添付の

お知らせをご覧ください。発表部分のアーカイブ

（合計約 50 分）を 2 月末日まで再度公開します  

別紙掲載の QR コードまたは会員ページよりご

視聴いただけますので、ご感想もぜひお聞かせく

ださい。 
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元気アップミーティング発表者より 
 

発表ファシリテーターによる概要と感想（発表順） 

              （発表順） 

 

今回、元気アップミーティングの発表者として
選ばれたことには、とても嬉しかったと同時に
「私でいいのかな」という小さな不安もありまし
た。 
というのも、私自身はWSを定期的に開催する
でもなく、SNSで時々ヴァーチューズ･カードを
アップしたり、何かあったときに自分でピックし
て納得したり、など時々思い出したようにささや
かに美徳に触れるくらいで、日々VPを活用でき
ています！と胸を張って言えるほどではなかっ
たのです。 
ですが、自分と同じように FT になったはいい
けれど、地元に戻ると周りにはVPを知らない人
も多い中で、伝えるために試行錯誤している FT
さんもいるかもしれない、と今回の発表にのぞみ
ました。 
今回の発表にあたりこれまでの自分と VP につ
いて振りかえり、改めてVPが今の自分にとって
どのような存在かを考えることができました。 
私が伝える VP はただの自己満足かも、と感じ
る時もありましたが、SNS を見てくれていた友
人からミニ WS の機会をいただいたり、参加く
ださった方からも学ばせていただくことがあっ
たり、自分が動くことで道は開かれていくのだ
な、と感じました。 
そして、自分がVPを伝える、というよりVP推
し活みたいな感覚の方が、もしかしたら伝わりや
すいのかもと思いました。思いが伴った言葉が、
誰かの心に残り、次へと繋がっているような気が
します。私の周りにももっとVP推しさんが生ま
れるといいなぁと思いました。 
また、千鶴ちゃんの発表からは、自分でWSを
主催するときの集客や、続かない時にどうするか
など、その気転や柔軟性がすごく参考になりまし
た。 
今回、このような機会をいただき、本当にあり
がとうございました。 
 

元木 美保理さん 

 （2014 春 兵庫県 みほりーぬ） 

今回は２回目の元気アップミーティングでの発
表。初めての発表は起業したタイミング。人生の
変化による怖さを夢と希望で紛らわしていた時
でした。あれから10年ほど。今回、久しぶりに
発表者として参加させていただきました。 
私の発表テーマは「起業におけるヴァーチュー
ズ･プロジェクトを仕事にするということの想像
と創造」。ヴァーチューズ･プロジェクトを伝える
ために起業した私が行った試行錯誤と失敗、そこ
から学んだことなどをお伝えしました。私はヴァ
ーチューズ･プロジェクトを子育て世代に伝える
ために活動していますので、そのための工夫もシ
ェアさせていただきました。 
起業当初、学童保育の保護者向けミニカウンセ
リングルームから始まり、美徳の目で子供をみる
ためのミニ講座を展開しました。これらは、子育
て世代へヴァーチューズ･プロジェクトを届ける
ための最初の一歩として考案しました。しかし、
なかなかうまくいかず…。結局、直接的に子育て
世代をターゲットにすることは数年で諦めまし
た。 
その後は私のもう一つのライフワークである目
に見えない世界の叡智を伝える講座の組み立て
に5つの戦略を使い、また、実際のワークでヴァ
ーチューズ･カードを多用することを試みまし
た。これが功を奏し、この類の講座に参加された
方々が自然にヴァーチューズ･プロジェクトに興
味を示すようになりました。そして、内なる美徳
を呼び起こすワークショップに参加、さらにその
うちの数人はファシリテーターにもなっていき
ました。 
大切なのは必要な人に届けること。自分の思い
にこだわらず、目の前の人のニーズにどう美徳が
役立つか、そこを見ていくことで道は開けるのだ
と学びました。 
  （2011 埼玉県 ちづるちゃん） 

《地域コミュニティでの実践》 
 

《起業における実践》 
 

内田 千鶴さん 
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スクールカウンセラーとして勤務するようにな
って、23年になります。振り返ってみるとVPに
出会ったことで、本当のカウンセリングが出来る
ようになったように思います。特に7つのステッ
プは非常に役に立ったテクニックで、その人が自
分に気づき変容したいイメージをすることの助
けになり、お互いの喜びになったことを思い出し
ます。 
学校がカウンセラーに求めることが多様になっ
てきていて、子どもや保護者の個別カウンセリン
グをはじめ、集団のアセスメントや、発達や精神
の気がかりな子ども・愛着に関すること・ヤング
ケアラー・LGBTQ+・非行・暴力・自殺企図、そ
して教職員のメンタルヘルスなど様々なことに
関わるようになってきました。 
経験したことのない症状や状態と新しい言葉を
耳にするようになり、時代が急速に変化している
ことを感じています。 
そんな中、美徳の言葉は私にとっても、周囲の
人々にとっても、癒やしや元気をもたらす言葉に
なっていて、時代の変化の中でもしっかりフィッ
トしていて、いつも新鮮な気持ちにさせてくれま
す。 
学校ではカウンセラーが心理教育を担当し、ク
ラスで実施することがよくあります。私はVP第
1戦略の「美徳の言葉」を伝えることがあります。
言葉には2つの力があることを伝え、コップの水
と黒い水(コーラ)を使ってイメージ実験をしま
す。教室はシーンと静まり真剣な表情をした子ど
もたちの姿を見ることができます。 
そして教室が「大好き」「ありがとう」でいっぱ
いになり、優しい穏やかな表情の子どもたちとそ
の時間を過ごすことができます。幸せで喜びに満
ちた空間を共有することができる、美徳の言葉は
大きな愛の力を持っていると実感しています。 
 

 

VPと暮らす豊かな人生 変わらぬ愛の力 

林 博美 (2005 福井県 ももこ) 

会員のひろば 
 
 

VP と出会って早10年が過ぎました。ファシリ
テーター養成WSでは、夜を徹してでも伝えよう
と、ホテルの片隅で0時過ぎまでミーティングさ
れるマスターたちの姿に感動したことが、今も脳
裏に鮮明です。 
人間関係に悩み、改善したいと学ぶうちに、人格
と言葉の関係性の深さや、使っている言葉、その
背景の思考が、意外に長年の習慣や癖であること
に気づくこともできました。 
「言葉は思考を表す人格そのものである」とも
言われますから、学びを通して、自らの言葉を気
にかけ見直す機会は、日常こそが最大の学びであ
るという、大いなる気づきへの入り口となり、悩
みの数々は、豊かな人生の燃料になりました。 
ファシリテーター養成 WS は夫婦で受講しまし
たが、バディまで妻⁉というオチまでついて、VP
が暮らしと伴走を始めました。少し窮屈に感じた
時期もありましたが、今思えば、自分自身の成熟
度の問題でした(笑) 繰り返すことで少しずつ、ヴ
ァーチュー＝美徳 の感覚が交わせるようになれ
たようです。 
本年は、心と体のバランスされた健康に向けて、
事業再構築補助金認可のウエルネスオンライン 
JOYSHiP（ジョイシップ）をスタートさせること
ができました。医師や専門家と一緒に、セルフケ
アを高め、支え合う会員制のコミュニティです。
バディのゆみ子とヴァーチューズカードの時間
も持ち始めました。 
人生 100年時代、定年延長や年金制度見直しな
ど、社会の激しい変化の中で、仲間の存在や自分
自身のモノの見方考え方へのアプローチが、ます
ます重要になっているなぁ…と実感しています。
これからもご縁の方々と、人生の豊かさに気づき
合い、分かち合っていきたいと思っています。 

長塚 孝之 （2016 埼玉県 長ちゃん） 
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＊TVPJ ＊ 
最新情報･イベント詳細や申込 
･各種ご連絡はこちらから! 
［会員ページ］のグッズ申込･
寄稿フォームも活用ください♪ 

【 TVPJ  WebSite】 the-virtues-project-japan.org /【代表 E-mai l】virtues.japan@gmail.com 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 R6年度TVPJ総会のご案内 

希望に焦点を合わせ、さらに軽やかに新年
度への準備を始めています。どうぞ日程ご
予定ください❣ 

- 記 - 

!日時：2024年４月 21 日 (日) 
10:00～12:30 

!会場：JR 渋谷駅西口から徒歩５分の会場 
または Zoom(あなたの好きな場所) 

今年は、渋谷会場とZoomいずれかを選ん
でご参加いただきます。現地に集える方はぜ
ひ、午後の交流会にもご参加ください。 

詳細が決まり次第、会員メルマガで詳細ご
連絡します。新年度も、ともに柔軟性を発揮
しながら歩んでまいりましょう。 

美徳のシェアリレー vol.016 

 

事 務 連 絡 
 

編集後記   2024年の幕開けは 
心が痛む出来事が重なり、被災地や当 
事者の皆様には心よりお見舞い申し上 
げます。 
そんな中、簡素の美徳に導かれ、今回もみなさまのお
かげさまで美徳新聞29号が完成しました。 
この美徳新聞での分かち合いが「人生がもたらす必要
最低限の贈り物」のひとつとなれば幸いです。(元木) 
 

 

 
 

＊本NPOの活動にご賛同くださる方の入会を歓迎
します。HP表紙のボタンよりご連絡ください。 
＊会員みなさま、令和５年度の会費納入にご協力お
願いします。お振込時には当年度会費納入(１年分)
それ以外の内容は事務局までお知らせください。 

＊*＊みずほ銀行 厚木支店＊*＊ 
普通預金  １６７２４８３ 

ﾄｸﾋ）ヴァーチューズ･プロジェクト･ジャパン 

※ 会費の領収については、ご自身の振込記録を以
って、それに代えさせていただきます。 

 

 
 

＊記事の文末、氏名の後に（ファシリテーター取得年、主な活動地域、呼ばれたい名前 ）を記載しています。
交流のきっかけになりますように☆ 
＊限られた紙面、ヴァーチューズ･プロジェクトVP、ファシリテーター FT、マスターファシリテーターMF、ワークシ
ョップWS、ホームページHP、メールマガジンMMと略して表記し、改行を ▶ 記号で表す場合があります。 

TVPJ 会員限定の情報共有や連絡は、主に月初配信の会員専用メルマガ
(MM)でお知らせしています。アドレス変更等、件名に【メルマガ担当】
と明記の上、代表E-mail 宛に随時ご一報ください。（担当：安河内） 

会員専用メールマガジン 

 

Rei (2021 埼玉県 れい) 

バトンの送り先を迷わ

れたら編集部にご相談

ください。 

引き続き、日ごろのカ

ード・ピックによる気づ

き、感じたことなどご寄

稿(400字以内）お待ち

しております♪  

『感謝』私は今年年女だ。人生の半分を母として生きている。去年、離れて暮
らす３人の息子へ私の長所を尋ねたことがあった。すると、長男は「責任感と傾
聴力」、次男は「芯がある・自分の考えを持っている」、三男は「優しい・人の気
持ちが分かる・気がきく・掃除好き・何事にも一生懸命・悪口を言わない・汚い
言葉を使わない」と、それぞれがきちんと回答してくれたことにとても驚いた。 
彼らにとっての母はあまり良くない印象だと思っていたが、実はたくさんの美徳
を感じていたと知り、ひとりで結構にやけていた。歳の近い三兄弟の子育ては大
変で、とにかく無我夢中だった。たくさん食べてたくさん遊んでたくさん寝る。
そして明日を元気に迎えることで毎日を健やかに暮らそうと、ただただその一心
だった。 
しかし今ならよく分かる。３人が私の元へ来てくれたおかげで母というものを経
験し、自分らしさを認識することができた。わが子よ、感謝とともに愛している。 
 


